
2 ～ 3 ・きずなBOXを設置しました
・福祉キャラバン隊報告　ほか

4 ～ 5 ・平成29年度保育士修学資金等
  貸付事業のご案内   ほか

6 ～ 7 地域福祉活動レポート
那珂市社会福祉協議会（那珂市）

8 ～ 9 ・介護福祉士等の離職時届出制度
・市町村社協職員リレートーク   ほか

10 「元気シニアバンク」のご案内
第22回わくわく美術展のご案内

11 information

12 わかち合おう小さな善意
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� ～ �
茨城県社協トピックス
・関東ブロック常務理事事務局長会議開催
 ・成年後見相談会　　ほか

� ～ � ・平成27年度事業報告・決算
・修学資金等の貸付のご案内

� ～ �
研修・就職情報
・施設職員等研修ガイド
・ふくし職働のご案内　ほか

� ～ � 地域福祉活動レポート
ほぺたん食堂（下妻市）

�� 市町村社協職員リレートーク

�� 第三者評価・外部評価受審案内
information

�� わかち合おう小さな善意

����

������
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福祉の職場体験啓発ポスター

表紙に使用しているポスターを掲示していただける事業
所・商店などございましたら、無料でお送りいたします。
問 茨城県福祉人材センター　TEL：029-244-4544

はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。

（詳しくは3ページへ）

みなさまのご応募、お待ちしています !

表紙の写真、募集します !

新年のご挨拶
第64回茨城県社会福祉大会を開催しました
　　　　
福祉職場2014フェスティバルを開催
茨城県知事へ社会福祉に関する要望書を提出

県内全ての子に希望の光を届けたい！！
～低所得世帯等児童・生徒の学習支援
　　　　『チャレンジ塾』の取り組み～

地域福祉活動レポート

いばらきねんりん文化祭わくわく美術展作品募集のお知らせ
介護支援専門員実務研修受講試験の結果
新設施設の紹介

はんどちゃんの紹介はんどちゃんの紹介
はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会
福祉協議会を中心に活躍しています。
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� �

特集

�
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この広報誌は一部赤い羽根共同募金の配分を受けています。

水戸ご当地アイドル（仮）のみなさんとポーズ！（関連記事P3）

����
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『だれもが  その人らしく  安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして

福祉・介護職を目指す方へ
福祉施設職員等研修ガイド

社協職員リレートーク

information

わかち合おう小さな善意

誰もが、その人らしく、安心して暮らせる“福祉社会”をめざして！誰もが、その人らしく、安心して暮らせる“福祉社会”をめざして！誰もが、その人らしく、安心して暮らせる“福祉社会”をめざして！����

６
������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

いばらきの
　　　社会福祉
いばらきの
　　　社会福祉
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この広報誌は一部赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

�

�
� ●はんどちゃんネットワーク運動　地域福祉活動レポート

�

�
� �～

特集

� ～ �
茨城県社協トピックス
・熊本地震への対応
・常総市の現在　　ほか

� ～ �
茨城県社協特集
・平成28年度事業計画・予算
・新規事業紹介

� ～ � 地域福祉活動レポート
おはなしテルテル（小美玉市）

� ～ �
研修・就職情報
・施設職員等研修ガイド
・市町村社協職員リレートーク

��
県社協からのお知らせ 
・苦情解決事業実績
・福利厚生センター会員交流事業

�� information

�� わかち合おう小さな善意

����

������
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はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。

基礎から知るボランティア
～自分にあったボランティアをみつけよう～

H25事業報告・決算

「福祉の魅力発見ツアー」を実施して
高校以上の就学に必要な資金を貸付しています

　　　　地域福祉活動レポート

「ふくし職働」をご利用ください
福祉の仕事を体験してみませんか
新設施設のご紹介

はんどちゃんの紹介はんどちゃんの紹介
はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会
福祉協議会を中心に活用されています。
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特集
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この広報誌は一部赤い羽根共同募金の配分を受けています。

「みんなが食べやすいように」真剣に調理！（関連記事P5）
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『だれもが  その人らしく  安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして

就職相談会・面接会のご案内
施設職員等研修ガイド

社協職員リレートーク

information

わかち合おう小さな善意
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��

��

� ～ � チャレンジ塾新体制へ
第20回いばらきねんりん文化祭表彰式　ほか

� ～ � 東日本大震災から5年。関東・東北豪雨災害
から半年。あらためて災害を考えよう

� ～ � 地域福祉活動レポート
コミュニティカフェ・ぷらっとほーむ（下妻市）

� ～ � 研修のご案内
社協職員リレートーク　ほか

�� お知らせ

�� information

�� わかち合おう小さな善意

����

������
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これまでのチャレンジ塾の様子

はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。

はんどちゃんの紹介はんどちゃんの紹介
はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会
福祉協議会を中心に活用されています。

Contents

2 3～ 特集

4

5

6

8

9茨城県社会福祉協議会
平成26年度　事業計画・予算

元気シニアバンクをご利用ください
茨城県警察からのお知らせ

この広報誌は一部赤い羽根共同募金の配分を受けています。

茨城シニアマスター活動（関連記事P4）

2014
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『だれもが  その人らしく  安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして

就職相談会・面接会のご案内
施設職員等研修ガイド

わかち合おう小さな善意

10 社協職員リレートーク

11 information

12 地域福祉活動レポート

常磐大学と包括連携協定を締結
苦情解決事業実績について
教育支援資金貸付制度のご案内

茨城県介護支援専門員実務研修受講試験のご案内
介護支援専門員更新・再研修のご案内

7 「ふくし職働」をご利用ください
福利厚生センター会員交流事業のご案内
新設福祉施設のご紹介

� ～ �
関会長ご挨拶
災害支援活動を考えるフォーラムのご案内 
ほか

� ～ � 関東・東北豪雨災害への対応について
災害ボランティア活動・サロン活動について

� ～ � 地域福祉活動レポート
　NPO法人とらい（水戸市）

� ～ � 介護支援専門員実務研修受講試験の結果
就職相談会のご案内　ほか

�� 福祉サービス苦情解決研修会のご案内

�� information

�� わかち合おう小さな善意

����

������
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常総市災害ボランティアセンター支援の様子（関連記事P4, 5）

はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。

『だれもが　その人らしく　安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして『だれもが　その人らしく　安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして����
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いばらきの
　　　社会福祉
いばらきの
　　　社会福祉

��������

この広報誌は一部赤い羽根共同募金の配分を受けています。

� 居宅介護サービスセンター「縁側につどう家“であい”」
わかち合おう小さな善意

� 第18回茨城県健康福祉祭いばらきねんりん文化祭開催
ソウェルクラブのご案内
新設施設の紹介

information�

� ●はんどちゃんネットワーク運動　地域福祉活動レポート
境町「朗読ボランティア すばる」

� 社協職員リレートーク

� �～

特集 「今、だからこそ考えよう！災害のこと～みて、きいて、
体験して防災を学ぼう～」を開催しました！

ん

なの
手 をつくくろ

防災ワークショップ（関連記事P2～ 3）

� ～ �

茨城県社協トピックス
・県社協の組織改正
・茨城県子育て人材支援センター
・教育支援資金貸付制度
・元気シニアバンク地域貢献事業

� ～ � 茨城県社協特集
　平成27年度事業計画・予算

� ～ �

研修・就職情報
・施設職員等研修ガイド
・就職相談会のご案内
・ふくし職働のご案内
・市町村社協職員リレーエッセイ

� ～ � 地域福祉活動レポート
　NGO子ども未来ネットワーク（龍ケ崎市）

��
県社協からのお知らせ
・苦情解決事業実績
・福利厚生センター会員交流事業

�� information

�� わかち合おう小さな善意

����

������
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4月1日　茨城県子育て人材支援センター開所

はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。

『だれもが　その人らしく　安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして『だれもが　その人らしく　安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして『だれもが　その人らしく　安心して暮らせる福祉社会の実現』をめざして����
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いばらきの
　　　社会福祉
いばらきの
　　　社会福祉
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特集

真剣な作業（ボランティアグループ「木楽工房」／関連記事P8）

� ～ �   生活困窮者自立支援制度が始まります

� 新たな地域支援事業がスタート
関会長就任30年！記念祝賀会を開催

� ボランティア・市民活動フェスティバルを開催しました
県総合福祉会館周辺の清掃活動を実施しています

� ～ � 地域福祉活動レポート

� 第19回茨城県健康福祉祭いばらきねんりん文化祭開催
新設施設の紹介

� 福利厚生センターのご案内

�� 社協職員リレートーク

�� information

�� わかち合おう小さな善意

����

������
�

（関連記事P5）

ボランティア・市民活動フェスティバル
リレートーク

はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。

誰もが、その人らしく、安心して暮らせる“福祉社会”をめざして！誰もが、その人らしく、安心して暮らせる“福祉社会”をめざして！誰もが、その人らしく、安心して暮らせる“福祉社会”をめざして！����
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いばらきの
　　　社会福祉
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この広報誌は一部赤い羽根共同募金の配分を受けています。

� 平成24年度　茨城県社会福祉協議会事業報告と決算

� 福祉の就職総合フェア2013～就職相談会～を開催して
教育支援資金貸付制度のご紹介

�

�

�
� �～

特集 運営適正化委員会をご存知ですか？

� ～ � ・新年のご挨拶
・茨城県社会福祉大会開催　　ほか

� ～ � ・全国健康福祉際ながさき大会
・人材確保の取り組み　　ほか

� ～ �
研修・就職情報
・介護支援専門員実務研修
　受講試験結果発表　　ほか

� ～ � 地域福祉活動レポート
サロン・ド・テ・宝（常総市）

�� 市町村社協職員リレートーク

�� information

�� わかち合おう小さな善意

����

������
�

介護男子スタディーズ（介護男子スタディーズプロジェクト）より 介護男子スタディーズプロジェクトとは―
全国の20の社会福祉法人が介護の仕事の理解を促すため共同で
実施しているものです。茨城県では社会福祉法人紬会（八千代町）
が参画しており写真は同法人職員の中野拓未さん。

　http://www.kaigodanshi.jp/

はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。

はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民運動」のキャラ
クターとして茨城県社会福祉協議会、茨城県内の市町村社会福
祉協議会を中心に活躍しています。



県社協では、生活困窮者支援団体等への安定的な食品確保のため、NPO
法人フードバンク茨城と連携し、茨城県総合福祉会館の 1 階に「きずな
BOX」を設置しています。

フードバンク活動とは、品質上は問題なく安心して食べられるにもかか
わらず、印字ミスや外箱の破損などの理由で廃棄されてしまう食品（食品
ロス）や家庭で余っている食品などの提供を受け、食品による支援を必要
としているところに配分する食のセーフティネットです。

NPO 法人フードバンク茨城では、「きずな BOX」を各地域に設置し、家
庭で余っている食品などを「きずな BOX」に持ち寄っていただき、集めら
れた食品などをフードバンクが回収し、福祉団体や施設、市町村社協を通じて生活困窮家庭などに配分しています

皆様のご協力をお願いいたします。
食品などをお持ちになる際の注意事項
＊食品は常温管理できるもので未開封、賞味期間が 2 か月以上残っているものをお願いします。
＊生活困窮者への支援に必要な、缶詰・レトルト食品などすぐに食べられる「おかずになる」食品が不足しています。
＊ 市販品（包装されたもの）以外のお米は、事前に害虫等の発生等のないことをご確認いただき、フードバンク茨城

事務所までお持ちください。【NPO法人フードバンク茨城（事務所）牛久市牛久町 1024-1　TEL：029-874-3001】

今年も福祉キャラバン隊が県内各地を回りました !
　県内の小中学校等を訪問して、『福祉』のことを皆さんにお伝えする、福祉
キャラバン隊。今年も 40 箇所以上の学校の児童・生
徒に福祉の大切さについて体験していただきました。
　訪問した学校の児童・生徒から県社協あてに自筆
によるお礼のお便りも届いています。
　今後も、未来を担う子どもたちに、福祉について
学び体験する機会を作っていきたいと思います。

広告

2

いばらきの社会福祉 平成29年3月25日No.305

きずなBOXを設置しています



広報誌「いばらきの社会福祉」の表紙を飾ってみませんか。
あなたのとっておきの一枚をぜひご応募ください。テーマは「私が思う福祉」です。

■選考基準
公序良俗に反しないものなど、広報誌の掲載にふさわ

しい内容のもののなかから県社協内で選考を行い、掲載
を決定します。ご応募いただいた中から必ず採用するわ
けではございませんので、あらかじめご了承ください。

■謝礼等
採用された方には2千円のクオカードをお渡しします。

写真の撮影、加工及び応募に係る一切の費用は応募者の
負担となります。

■募集期間
　随時募集しております。
　広報誌発行の 2 か月前（4 月・7 月・11 月・1 月）の
各月末までの到着分についてそれぞれ選考いたします。

■応募方法
写真及び画像データにて受け付けています。

　写真（画像データ）と説明文（100 字以内）を郵送又
は電子メールにて応募してください。詳しい内容はホー
ムページにてご案内しております。
　http://www.ibaraki-welfare.or.jp

■応募・問合せ先
　〒 310-8586 茨城県水戸市千波町 1918
　茨城県社会福祉協議会　総務企画部（広報誌担当）
　TEL：029-241-1133　FAX：029-241-1434
　メール：ibashakyo@ibaraki-welfare.or.jp

広報誌「いばらきの社会福祉」 
表紙の写真を募集します

「わくわく美術展・茨城県知事賞」

【日本画】大内　祝子（那珂市）　　　　中野　範子（石岡市）

【洋　画】菊池喜枝子（大子町）　　　　羽田　淳子（水戸市）

【彫　刻】井坂　咲子（那珂市）

【工　芸】國府田和子（下妻市）　　　　福島　次男（取手市）

【　書　】上野　枝香（笠間市）　　　　大武　芳泉（筑西市）

【写　真】太田　均志（ひたちなか市）　室井　　孝（日立市）

「ぼく☆わたしのおじいちゃん☆おばあちゃんの絵
コンクール・茨城県知事賞」

【低学年】石川　煌士郎（牛久市）

【中学年】間瀬　萌花（古河市）

【高学年】川原　広大（ひたちなか市） （敬称略）

平成 29 年 1 月 28 日（土）、県立県民文化センターにおいて「第 21 回茨城県健康福祉祭いばらきねんりん文化祭表彰式」が開催されました。
「わくわく美術展」では、日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の 6 部門があり、77 名が入賞しました。「ぼく☆わたしのおじいちゃん☆おばあちゃんの絵コンクール」では、3,896 点の応募があり、42 名が入賞しました。「わくわく美術展」の茨城県知事賞受賞作品は、今年 9 月に開催される「ねんりんピック秋田 2017」の美術展で、本県代表作品として出品される予定です。

第21回茨城県健康福祉祭
いばらきねんりん文化祭表彰式  開催

展示の様子

わくわく美術展で入賞された方々わくわく美術展で入賞された方々

茨城県社会福祉協議会
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福祉・介護に興味関心があり就職のために必要な資格の取得を検討している方、すでに福祉・介護業務に従事し、
スキルアップのため資格取得を目指す方などに、福祉の仕事に関する修学資金貸付制度などをご案内いたします。

♦　介護福祉士修学資金等貸付事業
　種　類 対　象 貸付金額

介護福祉士修学資金 学　生 月額5万円以内
入学準備金・就職準備金各20万円

社会福祉士修学資金 学　生 月額5万円以内
入学準備金・就職準備金各20万円

介護福祉士実務者養成研修受講資金 学　生 20万円以内

離職介護人材再就職準備金 介護福祉士等 20万円以内

 　介護福祉士または社会福祉士の資格取得を目指し、養成施設又は実務者研修養成施設に在学する方を対象に、修
学資金を貸付（無利子）します。なお、養成施設卒業後、茨城県内の福祉施設等において、介護福祉士又は社会福
祉士として介護業務や相談業務等に一定期間従事した場合、返還が免除されます。

♦　保育士修学資金貸付事業
　種　類 対　象 貸付金額

保育士修学資金 学　生 月額5万円以内（原則2年間）
入学準備金・就職準備金各20万円

潜在保育士就職準備金 保育士 20万円以内

未就学児保育料の一部 保育士 保育料の半額（1年限り月額上限27,000 円）

 　保育士資格の取得を目指し、保育士養成施設に在学する方を対象に、修学資金の貸付（無利子）を行います。
　なお、養成施設卒業後、茨城県内の保育所等で、保育士として一定期間従事した場合、返還が免除されます。

無利子の貸付制度のご案内
福祉の仕事を目指す人向け

【募集期間】平成29年 4月 10日（月）～5月 31日（水）

【募集期間】平成29年 4月 10日（月）～5月 31日（水）

【募集期間】（第1期）平成29年 5 月 1日（月）～6月 30日（金） 　
　　　　　　（第 2期）平成29年 10月 2日（月）～11月 30日（木）

【募集期間】平成29年 4月 10日（月）～5月 31日（水）

【募集期間】平成29年 4月 10日（月）～平成30年 2月 28日（水）

【募集期間】平成29年 4月 5日（水）～平成30年 2月 28日（水）
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♦　保育士の業務負担の軽減を図るための貸付事業
種　類 対　象 貸付金額

保育補助者雇上費 保育所等 年額2,953,000 円以内（3年間）

　保育補助者が貸付期間内に保育士資格を取得するなど一定の条件を満たした場合、返還が免除されます。

♦　児童養護施設等の退所者に対する貸付事業

【募集期間】
（第１期）平成29年 4月 10日（月）～5月 15日（月）
（第２期）平成29年 9月 1日（金）～10月 10日（火）
（第３期）平成29年 12月 1日（金）～平成30年 1月 15日（月）

種　類 対　象 貸付金額

生活支援金 進学者 月額5万円

家賃支援金 進学・就職者 家賃相当額（生活扶助額を限度）

資格取得支援金（入所中） 就職予定者 25万円以内

一定期間（進学者は卒業後）就業した場合、返還が免除されます。

＊各貸付を利用するためには、別に定める要件を満たす必要があります。

問い合わせ先
茨城県社会福祉協議会　福祉人材・研修部　人材自立育成担当
　TEL：029-350-8366 　　　　　　詳しくは

無利子の貸付制度のご案内
【募集期間】平成29年 4月 10日（月）～5月 31日（水）

若者の自立を支援します

茨城県社会福祉協議会

広報誌・ホームページに広告を掲載してみませんか
　県社協では、広報誌及びホームページバナーの広告を募集しています。

■広報誌「いばらきの社会福祉」広告
・広報誌の概要
　発行時期：年 4回（6/25・9/25・1/5・3/25）
　発行部数：各 9,000 部
　配 布 先： 県、市町村、市町村社協、県内福祉施設、県内福祉団体、公民

館、銀行、県内大学、専門学校、高校、ボランティア等
・規格（1区画）：縦 5.2cm×横 8.75cm 
・料金（1区画）：20,000 円（税込）＊1回の掲載につき最大8区画とする。
・掲載場所：県社協が指定した位置
■ホームページバナー広告
・規格（1枠）：縦 50ピクセル×横160ピクセル
・料金（1枠 3か月）：30,000 円（税込）
・掲載場所：県社協ホームページのトップページで県社協が指定した位置
■広告の申込方法
県社協ホームページ「広告の募集について」に掲載してある要項等を

ご確認のうえ、お申し込みください。

問 総務企画部（広報担当）　TEL：029-241-1133

募集期間／４月１０日●▶５月３１日●

福祉人材・研修部（人材自立育成担当）
（電 話）０２９－３５０－８３６６

社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会

保育士資格取得のための学費を無利子で貸付します !
養成施設卒業後、県内で保育業務に５年間従事した場合、
全額返還免除されます !!（在学中及び保育業務に就労中は返還を猶予します。）

お 問 い
合わせ先

全額返還免除全額返還免除

無利子で
貸付

�年間従事で

160万
円

貸付額 保育業務に

茨城県社会福祉協議会保育士修学資金 検 索

月 水

平成
29年度保育士保育士

修学資金貸付制度の修学資金貸付制度の修学資金貸付制度の

募集期間／４月１０日●▶５月３１日●
ご案内ご案内

あなたを応援する3つのポイントあなたを応援する3つのポイントあなたを応援する3つのポイント
POINTPOINT

1
POINTPOINT

3

POINTPOINT

2
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住民同士で作り上げる「防災・防犯MAP」
2011 年 3 月 11 日、太平洋三陸沖を震源としたマグ

ニチュード 9.0 の大地震が発生しました。東北地方の
みならず、茨城県の各地域も甚大な被害に見舞われ、
6 年ほど経ったいまでも人々の記憶に色濃く残ってい
ます。こうした自然災害はいつ起こるかわからないか
らこそ、いざというときの備えと知識、そして日ごろ
からの住民の絆がなによりも大切になるのではないで
しょうか。そこで今回は、那珂市門部下河原地区にお
ける防災・防犯に対する取り組みをご紹介します。

のどかな久慈川沿いに位置する下河原地区。当日
午前 9 時、約 30 人の地域住民が公民館に集まり、災害・
防犯時に役立つオリジナルの「防災・防犯 MAP づく
り」がはじまりました。まずは、2 班にわかれて、そ
れぞれ事前に指定された 2 つのルートでタウンウォッ
チングを開始。住民同士が歩きながら、消火栓、防火
水槽、井戸などの「防災ポイント」、また子ども 110

番の家、街灯、
見通しの悪い
道路などの「防
犯 ポ イ ン ト 」
を確認しつつ、
写真に収めて
いきます。

その後、公
民館に戻り、
チームごとに
歩 い て き た

コースをマジックで塗り、コースに沿って凡例や注釈
を書き込んだり、写真を貼っていく作業がはじまりま
す。大人が子どもたちに「ここの道は青色で塗ってご
らん」「ここに写真を貼ってね」などと声をかけ、「災
害でいざというときに使える井戸だけにしよう !」「ほ
かに見通しが悪かったところはない ?」「危険箇所の
なかには路面が凍結しやすい道路も入れた方が良いよ
ね ?」など、住民同士で確認しながらの作業が続きま
した。

そして最後に、「この場所には消火栓がありました
ので、災害時に使えますね」「ここの井戸は飲み水と
しては使えませんが、消火活動などに役立つと思いま
す」「この道は街灯がなく暗いため、夜道は危険です」
など、チームの代表者による完成 MAP の発表が行わ
れました。

当日、参加した住民の皆さんからは、「今日、改め
て町内を歩いたことで、日頃クルマで走っていても気
が付かなかった危険箇所もみつかり、良い勉強になり
ました」「こうした MAP づくりを通して住民同士で
親睦を深めるのも大切だと思いました」「MAP が完
成して、いま以上に下河原地区が安心・安全な町になっ
ていければいいなと思っています」など、有意義な時
間が過ごせたという声が多く寄せられました。

MAPづくりをきっかけとした三世代交流の重
要性

このような住民主体の MAP づくりの重要性につい
て、那珂市社会福祉協議会で地域福祉を担当している

門部下河原地区

災害・防犯時に欠かせない
地域住民の

“共助の心”
住民同士で作り上げる「防災・防犯MAP」

平成28年12月1
1日取材

那珂市

地域福祉活動
レポート!

歩いてきた道の防災・
防犯ポイントを

住民同士で確認する作
業が続きます。

住民同士で確認する作
業が続きます。

番の家、街灯、
見通しの悪い
道路などの「防
犯 ポ イ ン ト 」

地域住民の集いの場で
ある

「下河原公民館」。「下河原公民館」。

子どもから大人まで地域住民が一緒になってMAPづくりをスタート。MAPづくりをスタート。
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浅野健一さんは次のように語ります。
「皆さんは『自主防災会』という言葉をご存知でしょ

うか。これは、地域住民主体の組織で、自主的な災害
予防をはじめ、災害時には住民同士で協力・救援等を
行うものですが、組織を運営するためには、初期消火、
救出救護、避難誘導のための備品や備蓄の準備、組織
図、防災・防犯 MAP などが必要となります。今回、
下河原地区が行った防災・防犯 MAP づくりも、『自
主防災組織』を発足するためのものです。MAP づく
りを行うことで、地域の防災・防犯危険箇所を住民同
士で再確認できるという利点があるほか、ある地域で
は、この MAP づくりを契機に、交通量が多く危険な
道路に歩道が整備されたり、見通しが悪い道路には信
号機が設置されたりなど、さまざまな改善が行われた
例もあるのです」（浅野さん）

さらに、MAP づくりは、防災・防犯対策以外に、

住民同士のつながりを強固なものにする側面も
あると浅野さんは続けます。
「そもそも日本では、昔から各地域で『お祭

り』が開催され、住民同士の親睦を深めてきた
という歴史があります。とはいえ、すべての地
域にお祭りがあるわけではありません。そこで、
MAP づくりを通して地域住民が一緒になって

『町内を歩く』ということがなによりも大切に
なってくるのです。たとえば、その道中で『子
どものころはここで遊んでいたんだよ』『昔、こ
の場所にはこういった施設があったんだよ』な
ど、高齢者が子どもたちにご自身の想い出や町
の歴史を伝えていくこともあるでしょう。つま
り MAP づくりをきっかけに三世代交流が行わ
れることで、いざというときに、ここで培われ

た『絆』が活きてくるのです」（浅野さん）
最後に、「住民同士をつなぐこのようなイベントを

単発で終わらすことなく、MAP を定期的に更新しな
がら、持続可能なものにしていきたいと考えています」
と語る浅野さん。

東日本大震災以降、各地域はさまざまな防災対策
に力を入れています。もちろん、備蓄や避難道路の整
備、そしてこうした防災 MAP などの事前準備は欠か
せない要素ですが、一刻を争うときには隣近所の助け
合いが生死を左右することも少なくありません。当然、
それは防犯面も同じ。「地域の目」が防犯対策につな
がるのです。

災害・防犯時で大切なのは、なによりも住民の絆
が生み出す「共助の心」。皆さんも、その重要性をい
ま一度考えてみてはいかがでしょうか。ま一度考えてみてはいかがでしょうか。

三世代交流の重要
性についてお話い

ただいた

那珂市社会福祉協
議会の浅野健一さ

ん
那珂市社会福祉協

議会の浅野健一さ
ん
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最後は2グループによる完成MAPの発表が行われ
ました。

タウンウォッチングで撮影した町内の写真もMAPづくりには欠かせません。MAPづくりには欠かせません。
グループ内でMAPに

使う写真を

選定していきます。選定していきます。
歩いてきた道は青のマーカーで示し、そして危険箇所をMAPに書き入れていきます。

そして危険箇所をMAPに書き入れていきます。

ポイントごとに注釈・凡例・写真が入り、地域住民で危険箇所を共有できる「防災・防犯MAP」が完成しました。
「防災・防犯MAP」が完成しました。



平成28年度求人事業所向けセミナーを開催しました

　近年、介護職員の処遇改善や、子ども子育て支援新制度の施行による、新たな子育て人材の養成など、多様な対策が
講じられておりますが、福祉現場で働きたい方の確保に苦慮する事業所が多い現状にあります。

　そのような中、入職 1 年目で辞めてしまう職員がここ
4 年間で誰一人おらず、法人全体の離職率も低減してい
る、社会福祉法人合掌苑の森一成理事長をお招きして、
離職率低下を目指した職場づくりについてお話いただ
きました。
　合掌苑では、人材採用に多くの時間を費やしていま
す。新卒者は 3 回以上の面接、40 時間以上の実習を行っ
ており、自社の理念に共感できる人材を選んでいます。
　また、誕生月研修やサンクスカードなどを通じて、職
員同士の理念の共有やコミュニケーションを活発にす
る取り組みが紹介されました。
　そして、「効率化 = 無駄省き」のため、IT 機器への
投資が不可欠であるとして、インカムや iPad といった
システムの導入事例についても説明があり、職場づくり
のヒントをつかむ時間となったのではないでしょうか。

　（平成 29 年 2 月 14 日　県総合福祉会館にて開催）

福利厚生センター（ソウェルクラブ）のご案内

○福利厚生センター（ソウェルクラブ）とは
　社会福祉事業に従事する方々の福利厚生の増進を図ることを目的に設立された法人で、当該事業を行う全国唯一の法
人として厚生労働大臣の指定を受けています。

○サービス一覧
福利厚生センターでは、多種多様なサービスを提供しております。

健康管理・慶事お祝い・万一の際・資質向上

職員の健康生活用品給付、生活習慣病予防検診費助成や、慶事のお祝い、万一に際しての弔慰金・見舞金の支給等の
基本的な福利厚生サービスの提供とともに、職員の資質向上のために各種講習会に無料で参加できます。

余暇活用・生活サポート

職員のリフレッシュや親睦を深めるためのクラブ・サークル活動への助成や、提携宿泊施設やテーマパークを会員価
格で利用できます。また、生活面サポートとして各種保険やショッピングサービスが利用できます。

地域開発メニュー

　県事務局が企画する旅行、観劇などの会員交流事業に格安料金で参加できます。

ソウェルクラブの “ クラブオフ ”

宿泊・旅行、レジャー・日帰り湯、グルメなど幅広い分野で、数多くの割安なサービスを提供しています。

○掛金 
　常勤職員／ 1 人あたり毎年度 1 万円   非常勤職員／ 1 人あたり毎年度 5 千円

問 福祉事業部　TEL：029-244-3147

茨城県社協　研修・就職情報 茨城県内で開催される福祉に関する研修・就職情報をご紹介します！
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社協
職員
リレ
ート
ーク

東海村社会福祉協議会

吉成亘弘

合言葉は「ん・だ・ね」！合言葉は「ん・だ・ね」！

介護福祉士等の離職時届出制度がはじまります!

　社会福祉法が改正され、平成 29 年 4 月から、介護福祉士資格
をお持ちの方には、離職時に各都道府県福祉人材センターに届け
出ることが努力義務となりました。
　届出により、再就職に役立つ情報の提供を受けることができる
ほか、貸付等の各種支援事業が利用できますので、ぜひご登録を
お願いいたします。
　届出は、離職されたご本人に、インターネットや福祉人材セン
ターの窓口で行っていただきます。

インターネットはこちら
⇒ http://www.nw.fukushi-work.jp/todokede/

問 茨城県福祉人材センター
　 〒 310-8586 水戸市千波町 1918
 　茨城県総合福祉会館 2階
　 TEL：029-244-4544　FAX：029-244-3727

登録は
こちらから

全国社会福祉協議会・中央福祉人材センター　都道府県社会福祉協議会・都道府県福祉人材センター

登録すると、復職支援のための などのサポートも。求人紹介 技術研修

離職時の届出制度スタート
介護福祉士等の資格保有者を生涯支える2017年

4月より

せ
っ
か
く
の
、

資
格
。

介護福祉士等
の資格をお持ちの

皆さんへ

社会福祉法の改正により、2017年4月1日から介護福祉士資格をお持ちの方は、離職時に都道府県福祉人材センターに届出ることが努力
義務となりました。また、努力義務ではありませんが、就業中でも介護福祉士資格をお持ちの方は届出ができます。さらに、介護職員初任者
研修、介護職員実務者研修、旧ホームヘルパー養成研修1級・2級課程、旧介護職員基礎研修を修了された方もぜひ、ご登録ください。

対象資格・
研修

旧ホームヘルパー
養成研修1級・2級課程

介護職員
実務者研修

介護職員
初任者研修

旧介護職員
基礎研修

介護福祉士

日立市社協の菅野さんから「基本断われないよ…」と
本稿お約束の下りで依頼がありました。原稿締切前日と
なってしまい何を書こう…。菅野さんとの繋がりも“こ
の会 ”を通じてなので「んだね会」のことを書こうと思
います。
「んだね会」は、16 年前職連協の関東ブロックボラン

ティア推進連絡会議が、茨城で開催された後、当時の実
行委員会メンバーが中心となり、県内の社協職員同士で
立ち上げた会です。以来続いており、会は 25回を超えま
す。年に何回か泊まりで酒を酌み交わし、それぞれ社協
の近況、趣味や家族の話し、日ごろの愚痴など話は尽き
ず、明け方まで続きます。みんな楽器や自慢の一品料理、
地酒を持ち込み披露します。特に、常総市社協の細谷さ
んのモツ煮込みと北茨城市社協の鶴岡さんのアンコウの
どぶ汁は超絶品です !! 藤代のちゅうさんこと井上忠志さん
が作詞作曲した会の歌まであり、ひたちなか市社協の鹿
志村さんをリーダーにコカリナ隊（オカリナの小さいもの）

の演奏で、みんなで歌うの
が定番です。「社協ってい
いな～♪ ん・だ・ね♪」って。

私は会には、途中から参
加しましたが、来る者拒ま
ず毎回新しいメンバーも加
わり、社協職員同士の輪
が広がっていきます。会
で知り合ったメンバーとは、気軽に仕事の連絡を取り合っ
たり、私は趣味の自転車などでもつながっています。

昔、元県社協の藤原さんや稲野辺さんが「福祉は夜つ
くられんだよ。ふれあい納豆ワーク（ネットワークにかけ
て…）だっぺよ !」とよく言ったものでした。まさに社協
職員同士のこんな粘り気があり、かつ緩やかな繋がりが
大切ですね。最近宿泊での研修も少ないので、こういっ
た機会を大切にしていきたいものです。

というわけで、次回も「んだね会」つながりで、常総
市社協の深谷さんにバ
トンを渡したいと思いま
す。水害以来、中々集ま
れていないので、近々飲
みましょう。常総市の近
況も含め、楽しいリレー
トーク期待しています !

▲コカリナ演奏で「んだね」の歌合唱 

茨城県社協　研修・就職情報 茨城県内で開催される福祉に関する研修・就職情報をご紹介します！
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「元気シニアバンク」のご案内

長年培ってきた豊富な知識、経験、技能を持つ
高齢者を「茨城シニアマスター」として登録する

「元気シニアバンク」を開設しています。現在 181
件の団体・個人が登録されています。
　シニアマス
ターは、老人
福祉施設や公
民館、保育園
など様々な団
体からの依頼
に応じて活動
しています。
皆様の地域活
動に是非ご活
用ください。
　なお、シニアバンクへの登録については随時受
付けています。

問 茨城県社会福祉協議会　茨城わくわくセンター
 　〒 310-8586 水戸市千波町 1918
 　TEL：029-243-8989　FAX：029-244-4652

第22回茨城県健康福祉祭　いばらきねんりん文化祭
第22回わくわく美術展のご案内

シニア世代の芸術の祭典「わくわく美術展」を開催します。
　日本画・洋画など絵画全般をはじめ、書・写真・彫刻・工芸な
どを含めた幅広い分野の作品を募集し、入選作品を展示します。

〈展覧会〉
●日時：平成 30 年 2 月 17 日（土）から 2 月 23 日（金）
●会場：茨城県立県民文化センター

〈出展募集〉
～日頃の創作活動の成果を是非、発表してください～
●募集期間：平成 30 年 1 月 11日（木）から 1 月 13 日（土）
●募集部門：日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真
●出 展 料：2,000 円（わくわく事業推進サポーターは無料）
* 詳細は、茨城わくわくセンターまでお問い合わせください。

問 茨城県社会福祉協議会
 　茨城わくわくセンター
 　〒 310-8586
 　水戸市千波町 1918
 　TEL：029-243-8989
 　FAX：029-244-4652

茨城シニアマスターによる
ハワイアン演奏の様子

わくわく美術展の様子

茨城県社協からのお知らせ
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茨城県総合福祉会館では、広く県民の皆様に気軽にご利用いただけるよう、県
民サロンを利用したサロンコンサートの開催や、ギャラリーでの展示会をはじ
め、コミュニティホール（定員 296 名）・多目的ホール・研修室の貸出しを行っ
ています。各種講習会や研修・会議等にご利用ください。

お知
らせ 「はんどちゃん」LINEスタンプの販売中!

お知
らせ

平成29年度
ボランティア保険が改定されます。

　県社協でおなじみのキャラクター「はんどちゃん」が
LINEスタンプに登場。みなさんの手で「はんどちゃん」
を広めてください!

購入方法
　お持ちのスマートフォ
ンなどからLINEアプリ
を起動し、スタンプショッ
プ（クリエーターズスタ
ンプ）にて購入できます。
　価格　セット120円

問 総務企画部　TEL：029-241-1133

　茨城県総合福祉会館では、毎月、「県民サロンコンサー
ト」を開催しています。開催日程は、茨城県総合福祉
会館のホームページで随時お知らせしています。
　http://www.ibaraki-welfare.or.jp/

■開催内容（予定）
　5月／合唱　　6月／大正琴　　7月／琴・ピアノ・唄
■会場　茨城県総合福祉会館1階 県民サロン
　　　　（水戸市千波町1918番地）

問 茨城県総合福祉会館　TEL：029-244-4545

■ボランティア活動保険
　 保険金額および保険料ともに改定されます。

Aプラン 平成28年度 平成29年度

死亡保険金 1,200万円 1,320万円

後遺障害保険金 1,200万円 1,320万円

保険料（基本タイプ） 300円 350円

保険料（天災タイプ） 430円 500円

Bプラン 平成28年度 平成29年度

保険料（基本タイプ） 450円 510円

保険料（天災タイプ） 650円 710円

■ボランティア行事用保険
（1） 名簿の備付が不要の「Cプラン」を新設。

Aプラン（一部改定） Cプラン（新設）
加入対象
行事 日帰り行事（A1～A3） 日帰りの

「A1」のみ対象

保険料 1日1人（A1：28円
A2：126円 A3：248円） 1日1人28円

名簿の備付 必須 不要
往復途上の補償 あり なし
最低加入人数 なし なし

最低保険料 各区分とも20名分 560円
（20名分）

　（2） Aプランの最低加入人数（20名）の加入用件を
廃止。

■詳細については「ふくしの保険」のホームページ
　 http://www.fukushihoken.co.jp/でご確認いただ
くか最寄りの社会福祉協議会までお問い合わせくだ
さい。

お知
らせ サロンコンサートを開催しています!
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発行者／
社会福祉法人

茨城県社会福祉協議会
〒310-8586　水戸市千波町1918
TEL.029（241）1133（代） FAX.029（241）1434
HP  http://www.ibaraki-//www.ibaraki-/ welfare.or.jp/
Facebook  https:///// www.facebook.com/ibarakikenshakyo
E-mail  ibashakyo@ibaraki-welfare.or.jp

　わかち合おう小さな善意　～みなさまからのあたたかいご支援を紹介します～

平成28年11月～平成29年1月　善意金等の預託と払い出し状況（敬称略）

使用済み切手・使用済みテレホンカード等
預託者名

結城信用金庫／高栁美智子／阿久津正晴法律事務所／江幡かおり／永井敏雄／大和リース㈱水戸支店／花鳥風月／パナソニッ
クコンシューマーマーケティング株式会社 つくばSC／㈱常南部品商会／ときわの杜保育園／塩幡保浩／㈱植生園／きらら館　
岡部雄一／常陽ボランティア倶楽部／内田至／茨城労働局労災補償課／茨城県保健福祉部子ども政策局少子化対策課／社会
福祉協議会（桜川市、土浦市、ひたちなか市、神栖市、常陸太田市、日立市、水戸市、かすみがうら市、鹿嶋市、常陸大宮市、
筑西市、五霞町、つくばみらい市、小美玉市、坂東市、常総市、城里町、龍ケ崎市、高萩市、結城市、古河市、潮来市）

交通遺児福祉基金
預託者名 金額（円）

大洗町交通安全母の会 10,000
（一社）日本自動車販売協会連合会
茨城県支部 1,000,000

合　計 1,010,000

善意金
預託者名 金額（円）

匿名 1,000,000
結城信用金庫　理事長　森　光郎 9,986
水戸ヤクルト販売㈱ 150,000
古河ヤクルト販売㈱ 150,000
水郷会 10,000
茨城新聞文化福祉事業団 1,500,000

合　計 2,819,986

善意品
預託者名 善意品 払出先名

常陽ボランティア倶楽部 高齢者疑似体験教材　7セット 県社協
リスカ㈱ コーンポタージュ 12袋入り　3箱 県社協
（一社）生命保険協会　茨城県協会 福祉巡回車　2台 古河市社協・龍ケ崎市社協
㈱ポップサーカス ポップサーカスつくば公演　招待　507 名 県内社会福祉施設

（一社）日本自動車販売協会連合会
茨城県支部

常陽ボランティア倶楽部茨城県ヤクルト協会

（一社）生命保険協会  茨城県協会
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